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ご挨拶

熊本県立装飾古墳館は、平成4年の開館から装飾古墳を専門とする博物館と

して、調査･研究･企画・展示・公開等を継続的に実施してきました。

このたびは、企画展｢全国の装飾古墳シリーズ12」として福井県の装飾古墳を

紹介しますb

福井県では、4世紀終わり頃から5世紀にかけて石棺系の装飾古墳が造られて

いま或その後、一時的に中断したのち、5世紀前半から後半にかけて再度装飾

古墳が造られました。
おおきみ

また、福井県(越の国)を治めていた豪族から天皇になったヲホド大王（のち
ちくし きみいわい

の継体天皇）は、同時期に九州で－大勢力を誇った筑紫の君磐井と、九州の覇

権を競いあったことで知られていますb

この企画展を通して､菊池川流域の日本遺産の構成文化財である装飾古墳を広

く皆様に知っていただく機会になればと思いま或

′

沓

熊本県立装飾古墳館館長宗村士郎

関係機関及び協力者
(個人名につきましては50音順で記戦させて頂いています。なお敬称は略させて1面きます6)

福井県立埋蔵文化財調査センター、福井県立歴史博物館、福井県立若狭歴史

博物館、福井市文化財保護センター、福井市立郷土歴史博物館、敦賀市立博

物館、若狭町立若狭三方縄文博物館、青木豊昭、天谷賢一、有馬香織、赤

澤徳明、永江寿夫、酒井健治、田邊朋宏、外岡慎一郎、松村知也、水村伸行



福井県装飾古墳分布図

神奈備山古墳
●

●

牛ケ島石棺

几頭砧川

獣
日野川

免烏長山古墳
●

足羽
｛小GI

ﾄ

(図1）福井県装飾古墳位置図
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(図2）免烏古墳群範囲確認調査概要報告書
（福井市文化財保護センター）より転‘砿

０Ｇ口 ’ I －墳丘 I- 時代 ’| 装飾の部位･種類等
l

l古墳名 所在地

免烏長山古墳 福井市免烏町帆立員式前方後円墳 5世紀前半霊編蕊藷熟棺蓋

新溜古墳 福井市篠尾町 円墳 6世紀初頭頃溺上蓋の縄掛突起にx文を
山頂古墳 福井市足羽上町 円墳 4世紀末頃 棺身直弧文を線刻

牛ヶ島石棺 坂井市 不明 4世紀末頃 縄掛突起三角文を線刻

小山谷古墳 福井市小山谷町 不明 4世紀末頃 棺蓋に同心円文を浮彫

（表1）福井県内の装飾古墳一覧
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さんちよう あすわやま

山頂古墳(足羽山古墳群） 県史跡

所在地：福井県福井市足羽

墳 形：円墳

全 長：約50m

埋葬施設；舟形石棺

時 代：4世紀末頃

概 要：

山頂古墳のほか、宝石山、小山谷、柄鏡塚、

大塚、稲荷山、龍ケ岡など、足羽山一帯に営

まれた古墳群ですb昭和26年に、山頂古墳

龍ケ岡古墳、稲荷山古墳、国尾古墳が発掘調

査されました。山頂古墳の石棺は、越の国(今

の福井県）の古墳文化の特色である、足羽山
しやくたにL,し

から産出する笏谷石が用いられていますb

この古墳は、竪穴式石室内に舟形石棺が埋

納されていました｡石棺身には石枕力糒えられ、

棺の外面には直弧文が浮彫で表現されていま

すbこの直弧文の装飾は、福岡や熊本の北部

で多く見つかっていま或

免鳥長山古墳

(小

(図3）
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(図4）石棺実測図福井市史より繩,11

(写真2）管玉
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一

(写真3）儀仗具(写真1）石棺福ﾉi市立郷土歴史博物館梶棋

(写真5）山頂古墳の発掘状況(芝） （写真6）山頂古墳の発掘状況③
福井巾立郷土歴史博物館提供 福井市立郷土歴史博物館提供
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(写真4）山頂古墳の発掘状況①
福ﾉ|市立郷土歴史博物館提供
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牛ケ島石棺

所在地；福井県坂井市丸岡町

墳 形：不明

全 長；不明

埋葬施設：舟形石棺

時 代：4世紀末頃

概 要；

牛ケ島石棺は、福井県の越前地方で最も古
くりぬき

い段階のものであると考えられていますb割抜

式舟形石棺の上蓋に線刻で三角文が描かれて
ふるひめ

います6かつてこの地を治めていた振媛一族の

石棺とも言い伝えられていますb

丸岡町牛ヶ島地区の白山神社近くの御野山

古墳から出土したとされていま魂

免烏長ll1古墳‘
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(図51
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(図6）石棺実測図描井市史より嘘<IJ

所在地：福井県福井市小山谷町

墳 形：不明

全 長：不明

埋葬施設：舟形石棺

時 代：4世紀末頃

概 要：
しゃくAにい‐， くりぬき

墳丘墳形とも不明ですb笏谷石製の割抜

式の舟形石棺ですb舟形石棺はその形状が丸

木船に似ていることから名づけられました。こ

の石棺では上蓋の両端に縄架け突起が付けら

れており、棺身には石枕が作り出されていま魂

この石棺の装飾は上蓋の表面にあり、鏡を模し

たと考えられる同心円文が左右に4個浮彫で描

かれていますb

この石棺は現在、東京国立博物館に所蔵さ

れています6

毒
免烏長
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L一、
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(図7）
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めんどりながやま

免烏長山古墳国史跡(平成20年度）

所在地：福井県福井市免烏町

墳 形：前方後円墳 ．-～"" ’-,,

熟
全 長:90.5m

埋葬施設；舟形石棺 免鳥長山

時 代：5世紀前半 ノ
概 要：

／
日本海を望む丘陵の尾根上に築かれた、短い

侭たてかし，
〆

前方部を有する帆立貝式とU乎ばれる前方後円

墳です｡平成,4年度から,6年度にかけ乙古｜ ｰ
墳の全容を確認するための調査が実施されまし （図9）

た。墳丘は後円部が2段に築かれており、2箇所に方形の造り出しがあることが確認さ

れました。また、1段目と2段目のテラスには円筒埴輪や朝顔形埴輪が並べられていた

ようです6墳丘の斜面には薑石が敷き詰められていました。
しやくたにいし

後円部に設けられた埋葬施設には、笏谷石製の舟形石棺が納められており、石棺の

上蓋には鋸歯文や同心円文の浮彫が描かれていました。

盗掘により、石棺が破壊されていました力t石棺材の周辺からは、いくつもの副葬品

が見つかっています。中でも環頭形石製品(刀剣の柄飾り）や鍬形石、車輪石は、この

古墳に埋葬された人物が福井平野一円を治めた有力者であることを物語っています6

神奈備山古墳

● 、X
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（図12）石棺復元図
免烏古墳群範囲附認調台概要報告II I

(桶ﾉI市文化財侃稚センター）より転赦

~ー、戸

（図11）埋葬施設推定復元図
免馬古埴群純圓確認調査概要報告#：

(福井市文化財保護センター）より転，M

（図10）トレンチ配置図
免馬占填溌沌同確認調査概要報告0II

(福井市文化財保護センター）より転，側

(写真7）車輪石
涌井市教育委員会提供

(写真8）環頭形石製品
福井能教育委員会提供
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(写真12）装飾石棺片線刻①福井市孜育委員会掃供

（写真9）装飾石棺出土状況T’
(撮影牛島茂） 涌井市教育委員会提供

(写真13）装飾石棺片線刻②福井市教育委員会提供

（写真10）装飾石棺出土状況識
;撮影牛島茂） 福井市教合委員会据供

簿鴬蕊一

錘

(写真14）装飾石棺片線刻①と②滞井市教育委員会提供

（写真11）装飾石棺近景
(撮影牛島茂） 福j1市教育蚤員会提供

ー
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しんどめ

新溜古墳

所在地：福井県福井市篠尾町

墳 形：円墳

時 代：6世紀初頭頃

概 要：

新溜古墳の石棺は、棺蓋と棺身の左右両側

に各二個の縄掛突起があります。この縄掛突

起のひとつにX字状の線刻が描かれていま或

また、棺蓋の表面に十字状の線刻が描かれて

いますカミこの線刻は追葬の際に石棺を開閉

するとき、身と蓋をうまく合わせるための目印

であるとする説があります6

神奈備山古墳
● ．

●

牛ヶ島石棺
免烏長山古墳

●

”

足羽

(小山谷古
▲

(図13）

1コ_ _- 蜘

ﾘI#l '

さ
｜

岡

》

一一F

や ＝望

_=一徹吟

』‘ 1､ ．ノ

、

4

轡 了』三＝

通
一

＝

剛１
一一一一一一

１
－

(図14）石棺実測図
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(写真15）石棺 （松村知也氏撮影） (写真16）石棺 （松村知也氏撮影）
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かんなびやま

神奈備山古墳(横山古墳群）県史跡 蒋非装飾,'ijfi

所在地：福井県あわら市瓜生、中川及び
-ゞ i

坂井市丸岡町坪江、川上

磯
全 長：約60m

墳 形：前方後円墳 免烏長山古墳

時 代：6世紀中頃

概 要：

神奈備山古墳のある横山古墳群は、坂井平

野北東部の坂井市丸岡町坪江から、あわら市中 （』

川にまたがる橦山丘陵上に所在しています6丘

陵南西部同北西部･山頂部のそれぞれに､グルー （図15）

プごとに築かれているようです。

丘陵南西部の椀貸山古墳は、全長約45mの6世紀前葉の前方後円墳で、2段築成

の墳丘に周濠を持ち、葺石が敷きつめられ、埴輪が備えられていました。石室は九州の

熊本にも多く見られる、石屋形を持つ横穴式石室です6

今回の展示で紹介する神奈備山古墳は、これまでの調査により、2段築成の墳丘を持

ち、萱石を備えていることが判明していま或

この古墳にも石屋形が設けられていますb副葬品も多く出土しており、越の国(今の

福井県）の全域を治めていた首長垣であると考えられていま魂

1－

神奈備山古墳
● ‘《
●

､ 牛ヶ島石棺

-1

凸

■

ＩＩ

免烏長山古墳

足羽｜

山谷古(』

１１

鴎
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一

１
－
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一■

ロー●卸

l恥I'蝿'ｹ41酸･"』M

＆圏
. ..､動か副flfbfJ .そり』lﾌI酢外弧P‘部11

翻迂WfL梯

＝一画一 局唾,’占哩鳶唖士

…

（図16）石室実測図
癌ﾉ|県埋戯文化財調査報告謝詩2隻蝉要i肖跡緊急碓認調査報告( 1 )

（福井県教意委員会)より転越

（図17）坪江1～8号墳分布図
癌井県埋蔵文化財調査報凸II:第24Lil'"

遺跡緊急確認調査報告(1)

（福井県教育委員会)より転避
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（図18）神奈備山古墳の試掘調査位置
福ﾉI県埋蔵又化財調苣報告‘':第2異重要遺跡緊急確認調童報告(1)

（福井県教育委員会）より’八城

(写真19）鉄芯銀被涙文環頭大刀把頭片（刀飾り）(写真17）鉄地金銅鞍海･磯金具片(馬具）

(写真18）金銅半球形飾金具（馬具） (写真20）鉄雛
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’特別寄稿

福井市・免烏長山古墳出土石棺の装飾の意義

熊本県教育委員会福田匡朗

なお、命脈Iの装飾1I1戦のﾉ<多数が集!|'するﾉL州

地ﾉjでは、5世紀頃から711t紀ili,fごろまで碓鰡さ

れているが線刻系の分布の｢'!‘しは長崎県壱,,,支巾、

熊本県fj･:h『周辺にあるとされる(WIilll2()02) 》い

ずれの地域も古くから海'交通の1災所であり、抑遮

がこれらの地域の1，1挺隅の唯産jI噌撚にあること、線

刻された装飾はr'1.長崎の澗齪を,j〈すものと考えられ

る

ここでは、線刻系の装飾IIi埴に1汲したが、III畷

に例､xされた円筒耽輪にも記号や絵l'hiがみられるこ

とがある（脹巳1992)!,奈良県III原本l111.･ l#IIj･"

遺跡(末永小林ほか1943)のfl#例のように、樅を

表現しない線刻の船は‘葬送儀礼を観念的に炎現

したものとも碁えられる‘，

水古墹のｲ,11'iilと比較できる盗料としては、奈良

ﾘIL尺蝿'Ij ･束殿｣兼,li墳（天f'll 'lJ刑i,i2000)があり、

船の催、’|ﾘl柱、縦が表現きれている葬送儀礼を

炎現したとするよりも、′ﾉﾐ際の海'交地における往

来の様j'一を描いたものであり、本II1･戦においても、

I I水海を眺望できるr#埴の立地からも、免烏展l l l 1li

埴の被非門"の生liiの満朧の礎を表現したものとど.え
たい

はじめに

柵j|il'.･免蝿腿[l l ,i,戦は、5111二紀前､rごろに築造

されたとされる‘福井II1免鳥町に,ﾘ『在するｲ号12905

mのilIL,XHxt1',墳であり、冊jl平野の歴代,､i.長懲

系譜に連なると勝えられ、 ，え成2()ｲ『にI劇指定史跡

になっている免鳥｣を1I1古峨は中1lt以降、激度に

面り、細IlIを受けており、イi柁が破壊されていたが、

ｲI製,l,'! 、 ･f類鉄製武器類、埴輪などの川Iが知

られるこの笏谷ｲI製の舟形ｲ,.柚の装飾は、イ,柿

の蓋には刈文、’可』L､|1l文が瀞彫きれていることが

i.igl lされる畠

熊本ﾘ,{!f装飾Iif噛館では、 14成29年度に企IIIIi

腱､企|'[|の装飾I1I埴シリーズl2?!福j|:W!↓の装飾111墳』

腱を'淵催するが、 、r成28frl211に川土迩物の街

料洲介を行ったその折､柵)|:IIj文化財保纏センター

において、川Mil;肖片を'だ兇した際、従来、知られ

ていた装飾の他にもイi棺の内Imの合わせl lに装飾

があることを確i認した為、その,慰蕊を.縦i'jしたい。

1 .免賜腿lllili噛川ヒイi楠片の線刻について

本rrl;:l･については、 イi帷の|ﾉ､jimの合わせI 1に少な

くとも：ヶ所‘線刻が施された筒Jiがあることを確認

した（線刻叶2）,｜|槐により、これらの線劣llは、

{il;官製作の際の,淵幣棋の|から施l:しているものと

卜ﾘ断した

おわりに

水稲では、免烏腿III1fi墳のｲI榊片について、今|卿l

脈認したｲI柏の内liliの合わせ1 1の線刻の迩味を’識

したその'|!でIIj間埴輪に描かれた絵l'l'iとの隈I巡も

指摘したが、|11筒耽輪に州かれた船の樅、城が破

1l･盗料であるとはいえ、 イI柏に線刻された意義は非

常に火きい

残された課題は、掴柁の炎に浮彫きれた＝町文と

lil,L円文との関係の解lﾘjであり、施［した1人がl'1

－･人物ないしはl1il ･集卜j1であるか、各々の装飾の前

後|%l係が解明できるか、今後も類例の糀侮を継続す

る必要がある”

線刻l股・短靴4cml人j外の純I井|において、斜めの

線を少なくとも4本以l線刻しているが､槻を表現し

ていると解釈した

線刻2踵)"III3cmlﾉ､｣外の範I用において、縦線力

本線刻きれており、'IIL柱を炎現しているとg･える

縦線の/,側には､横線が6本以I､線刻されている

この描線は船lでなびく朧と解釈した

2．免鳥腿lil 1ij峨出l:{i補ハの解釈について

今l1'l 、 l l祝により,戈兇したVii;1'i片は破片であるが、

線刻l 2の情報からは、本来、イI随の内lhiの合

わせ1 1には船(I･jl)が椰_l二を航行する風環が線刻さ

れていた''1.能'l.'liがI冑jいとg､えられる

そうであれば、線刻された船( I&I1)は何を."|xiした

ものであろうか装飾II1噸に州かれた船の装飾は、

本古噛のように線刻だけでなく、彩色の装飾11I畷に

も認められる
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(写真22）線刻0 （写真23）線刻②

画像はいずれも福井市教育委員会提供

(写真21）線刻①（左）と②（右）
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